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ば

な
る
。
ま
た
こ
れ
が
逆
に
消

に
む
か
え
ば
、

ら
し
て
、
無
常
の
世
に
対
す
る
嘆
き
を
発
想
点
と
し
て
い
る
こ
と
に
関
係
が
あ

な
る
。
前
出
の
憶
良
や
広
庭
の
作
の

二
年
J
天
平

る
で
あ
ろ
う
。

四
年
五
年

の
世
界
に
お
い
て
、
既
に
、

一

の

の
主
想
の
前
提
に
、

と
こ
ろ
で
、
前
出
の
家
持
の
安
積
皇
子
関
係
歌
の

に
お
い
て
、
家
持
に

短
い
命
や
移
ろ
い
易
い
時
間
・
事
物
等
に
よ
り
、

を
先
ず

「
内
舎
人
」
の
官
名
を
付
し
て
い
る
。
著
者
は
「
安
積
皇
子
付
き
の
内
舎
人
と

い
出
す
型
を
携
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

る

の
市
原
王
は
天
平
十
六
年
は
従
五
位
下
で
東
大
寺
写
経
司
に
出
仕
し
て
い

の
宴
の
前
後
の
頃
で
は
、
『
大
日
本
古

人
は
大
宝
・

に

従

い

」

と

し

て

、

の

親

近

関

係

を

述

べ

ら

れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
の
点
い
さ
さ
か
気
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
内
舎

で
は
、
五
位
以
上
の
子
孫
の
中
で
も
「
検
=
簡
性
識

し
て
、
そ
の

活
道
岡
集
宴
歌
は
そ
の
制
作
年
月
日
か
ら
、
正
月
の
私
的
賀
宴
作
と
見
え
る
。

に
よ
る
と
、
天
平
十
五
年

儀
容
可
v
取
、
宛
ニ
内
舎
人
ご

(
軍
防
令
)
と
見
え
る
。
な
お
コ
一
位
以
上

十
一
月
、
同
十
六
年
二
月
等
に
見
え
る
)
が
、
仮
日
に
か
恭
仁
京
近
く
の
行
楽
地
活

で
、
親
し
い
人
々
と
正
月
の
賀
宴
を
催
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
市
原

は. の
子
は
「
不
レ
在
ニ
簡
限
こ
と
あ
り
、

「
随
レ
状
宛
一
一
大
舎
人
及
東
宮
舎
人
ご
と
あ
る
。
ま
た
「
内
舎
人
九
十
人
」

そ
の
選
に
洩
れ
た
四
位
、

五
位
の
子
孫

王
が
天
平
五
年
こ
ろ
父
安
貴
王
に
献
じ
た

(巻
6
・
九
八
八
)
は
、
前
出

tま

し

、
そ
の
任
務
は
内
長
上
官
で
あ
り
、
天

に
仕
え
、

五
年
作
の
「
咲
く
花
の
:
:
:
」
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ー・1

万
宿
街
、

供

ー~、

と
さ
れ
て
い
る
。

の
憶
良
の

は
、
同
じ
憶
良
作
の
「
た
ま
き
は
る
命
:
:
:
」
を

踏
ま
え
て
い
る
か
と
見
え
る
。
従
っ
て
二
人
の
願
寿
歌
は
憶
良
型
と
解
さ
れ
、

ま
た
家
持
の

な
お
、
六
位
J
八
位
以
上
の

で

の
結
果
、
上
等
と
な
っ
た
も
の
は

大
舎
人
と
な
り
、
中
務
省
の
左
右
大

る
(
分
番
、
左
右
寮
各
八

の
歌
は

王
の
旧
作
を
想
起
し
て
挨
拶
し
て
い
る
如
き
観
が
あ
る
。

O 

〉
。
前
出
の
東
官
舎
人
は
東
宮
坊
舎
人
監
が
管
掌
す
る
(
分
番
六

に
も
舎
人
(
分
番
目
)
が
給
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
令
制 人)。

家
持
は
同
じ
手
法
と
型
で
、
宝
字
二
年
の

花。
は。
う。王
っ。の
ろ。次

並
び

王
の
|日
作

い
表
現
を
も
っ
て
、

宅
の
宴
席
「で
/¥。も

。ま
の。た

さ
ら
に

に
よ
り
、
当
時
の
内
舎
人
は
天
皇
に
の
み
仕
え
、
東
宮
坊
や
親
王
家
に
は
給
さ

な
る
松
の
さ
枝
を
我
は
結
ば
な
」

(
巻
却
・
四
五

O
一
)
と

れ
な
い
。

王
家
に
は
一
般
下
級
舎
人
(
帳
内

-
S
A
・
事
力
等
)
の
中
の
帳
内

L 、

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
唯
こ
の
型
の

は
私
的
な
宴

2
ハ

が
給
さ
れ
、
警
衛
・
雑
役
に
使
わ
れ
て
い
る
。

一

席
や
述
懐
の
歌
で
あ
る
点
に
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
先
行
の
憶
良
の
歌
な
ど
か

王
〈
一
六

)
J
四
品
親
王
(
一

〉
の
如
く
各
々
そ
の
数
に
差
が
あ
る
。

の
世
界

六
七



.値目

の
世
界

」、噌、、
一ノ，
J

王
で
内

人
を
給
さ
れ
た
事
例
は
、
大

の
記
録
上
の
管
見
で

の
初
度み

の
三
首
の
左
注
に
二
月
三
日
と
あ
る
日
付
は
、
七
日
毎
の
供
斎
日
の
丁
度
「
三

な
ぬ
か

七
日
」
に
当
る
と
い
う
説
が
あ
る
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
詔
が
見
え
る
。
こ
れ
に
照
合
す
れ
ば
、
家
持
の

は

「
元
正
紀
」
の
養
老
三
年
十
月
の
一
回
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
例
は
、
天
武

天
皇
の
皇
子
で
当
時
僅
か
に
二
名
だ
け
生
存
の
一
品
舎
人
親
王
と
ニ
品
新
田
部

王
に
対
し
、

(
後
の
聖
武
天

の
功

し
た
元
正
天
皇
の

以
上
の
諸
点
に
よ
り
内
舎
人
の
任
務
の
範
囲
内
で
、
家
持
作
の
初
度
の
安
積

詔
に
よ
っ
て
、
各
々
「
内
舎
人
二
人
、
大
舎
人
四
人
」
等

っ
て
い
る
。
ま

に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
た
い
。

の

(
天
平
十
六
年

さ
に
特
別
待
遇
で
あ
る
。

閏
正
月
十
一
一
一
日
)
に
は
父
聖
武
天
皇
は

に
行
幸
中
で
あ
る
。
喪

の
役

右
の
よ
う
に
、
当
時
の
内
舎
人
の
制
度
は
中
古
以
降
と
は
異
な
る
の
で
、
家

に
は
、
従
四
位
下
の
大
市
王
と
紀
飯
麻
呂
が
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
行
幸
供

の

持
ヵ:

き
の
内
舎
人
と
し
て
、

し
く
近
侍
し
た
と
は
考
え

途

な
り
急
逝
し
た
唯
一
人
の

に
対
し
、
天

い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
内
舎
人
は
前
述
の
よ
う
に
、
主
に
高
級
官
人

れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、
特
に
そ
の
冥
福
を
祈
る
配
慮
で
、
七
日
毎
の
供
斎

の
子
弟
の
若
年
期
に
お
け

と
し
て
の
見
習
的
官
人
で
あ
る
の
で
、

そ
の
他
の
法
会
に
心
き
い
た
内
舎
人
ん
で
勅
使
と
し
て
遣
わ
し
、
諦
経
な

ど
さ
せ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
勅
使
に
、
当
時
二
十
七
歳
(
正
六
位
上
)

の

に
従
事
し
た
と
い
う
例
は
記
録
に
も
見
え
な
い
。
家
持
の

時
の
挽
歌
に
「
舎
人
」
と
見
え
る
の
は
、
前
出
の
親
王
家
に
給
さ
れ
る
帳
内
で

の
古
参
有
位
の
内
舎
人
で
あ
る
家
持
な
ど
が
任
命
さ
れ
た
と
見
れ
ば
、

コ
ニ
七

あ
ろ
う
。
た
だ
、
仏
事
関
係
に
お
け

の
勅
使
は
、
内
舎
人
補
任
の
初

日
」
の
供
斎
日
に
当
た
る
家
持
作
の
初
度
の
挽
歌
の
日
付
は
、
歌
柄
の
公
的
な

見
(
大
宝
元
年
六
月
)
以
来
の

探
る
に
、
そ
の
派
遣
の
例
が
な
い
で
も
な

感
じ
と
相
侯
っ
て
特
別
の
意
味
を
持
っ
て
く
る
。

つ
ま
り
そ
の
挽
歌
は
亡

L 、。

「
孝
謙
紀
」
に
、
勝
宝
八
年
二
月

の
途
に
河
内
の
園
の
六
寺
に

子
に
対
す
る
勅
使
内
舎
人
と
し
て
の

の

で
あ
っ
た
か
と
解
さ
れ

行
幸
礼
拝
し
、
さ
ら
に
そ
の
翌
日
、
内
舎
人
を
勅
使
と
し
て
六
寺
に
遣
わ
し
て

る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
見
た
方
が
、

の
系
譜
の

い
う
路
線

せ
た
と
あ
る
。
な
お
、
当
時
の

王
の
喪
事
に
つ
い
て
は
新

に
、
家
持

を
近
づ
け
て
考
え
易
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
家
持
作
の

五
日
(
天
平
七

月
五
日
)
の
記
録
に
、

再
度
の
挽
歌
で
あ
る
が
、
そ
の
左
注
に
コ
ニ
月
廿
四
日
」
と
あ
る
日
付
は
、
天

親

七
日
一
供
斎
、
以
エ
僧
一
百
人
一
為
レ
限
。
七
七
日
斎
詑
者
停
レ

平
七
年
の
詔
に
見
る
「
七
七
日
」
の
供
斎
期
限
を
既
に
過
ぎ
て
い
る
。
日
付
の

之
。
自
レ
今
以
後
為
レ
例
行
レ
之
。

誤
字
の
案
も
あ
る
が
、
現
状
で
は
そ
の
証
は
見
当
ら
な
い
。
再
度
の
挽
歌
、
特



に
反
歌
は

の
急
逝
を
武
門
の

」
る
大
伴
氏
一
族
の
立
場
に
の
み
引
き

っ
て
」
の

は
同
系
列
中
の

で
あ
る
。
そ
の
作
品
分

つ
け
て

し
て
い
る
。
こ
の
辺
に
ま
た
別
の
角
度
の
考
察
の
手

が
あ
る

析
か
ら
帰
納
さ
れ
る
先
人
の
発
想
・

の
摂
取
活
用
や
詩
語
翻
案
等
に
よ
る

ゃ
に
見
ら
れ
る
が
、
今
は
措
く
こ
と
と
す
る
。
と
も
か
く
、

家
持
の
狙
っ
た

、

に
対
す
る
憧
僚
の

、
依
興
歌
の
奥

付
き
の
内
舎
人
で
喪
事
に
従
事
し
た
と
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
た
。

に
内
在
す
る
も
の
と
そ
の
非
時
性
、
中
国
の

の
性
格
と

か
賦
と
題
す
る

五

意
味
等
、
多
角
的
に
精
密
に
追
究
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

と
し
て
、
家
持
の

二
上
山
の
賦
は
そ
の
中
心
に
人
麻
呂
の

の
伝
統
を
念
頭
に

い
て
お

さ
て
、
著
者
が
「
あ
と
が
き
」
に
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

の
『
万

り
、
宮
廷
讃
歌
へ
の
憧
僚
を
こ
め
て
、
新
た
な
山

を
意
図
し
た

ヵ:

人
の
研
究
』
以
後
の
発
展
的

の
背
景
の
一
つ
に
あ
る
。
従
っ
て

し
て
の
家
持
研
究
の
意
義

と
さ
れ
る
。
こ
の
よ

究
に
よ
り
、
万
葉
後
期
歌
人
の
家
持
は
宮
廷
讃
歌

、々

の
宮
廷
歌
人
へ
の
憧
僚
と

の
各
論
題
に
は
そ
れ
と
見
え
ぬ

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て

の
源
流
の
人
麻
目
、
さ
ら
に
そ
れ
に
続
く
赤
人
等
の
宮
廷
歌
人
の
系
譜
を

中

す
る
志
向
に
立
脚
し
て
い
た
、
と
い
う
よ
う
に

づ
け
ら
れ
た
。
こ
こ
に
、

い
る
。
例
え
ば
、

「亡

」
で
は
人
麻
呂
の
亡

の
関

著
者
の
年
来
の
宮

の
研
究
が
見
事
に
一
貫
し
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
こ

連
性
に
、
ま
た

に
お
け
る
長
歌
」
で
は
人
麻
呂
以
下
の
宮
廷
歌
人
た
ち

の
方
向
に
、
家
持
の
万

と

の
要
因
の
一
つ
が
透
視

の

へ
の
憧
僚
と
そ
の

に
そ
れ
を
見
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

接

さ
れ
る
よ
う
で
も
あ
る
。

的

の
意
図
の
根
幹
に
そ
れ

い
た
も
の
に
、

「
ク
山
柿
+

の

の
系
譜
に
対
す
る
強

と
こ
ろ
で
、
私
の
個
人
的
な
回

開
」
が
あ
る
。
か
つ
て
私
も
「
依
輿
」
の
語
に
注
目
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

と
共
に

を
覚
え
た

に
「
輿
の
展

が
あ
る
。
先
ず
、
著
者
は
家
持
が
抱
い
て
い

を
見
定
め
、
そ
の
上
に

る
。
諸
説
を

に
検
討
し
、
従
来
見

の

た
資
料
中
に
、

越
中
の
国
守
と
し
て
在
任
中
に
住
ん
だ
館
祉

落
し
て
来
た
赤
人

の
作
品
上
の
密
接
な
関
係
を
究
明
し
、
さ
ら
に
、

と
伝
え
て
い
る
高
岡
市
の

の
白
梅
に
関
す
る
数
年
間
の
統
計
(
『
日

「
山
柿
」
の
語
を
発
し
た
家
持
、
そ
れ
に
答
え
た
池
主
と
の
聞
に
共
通
の
表
現

が
あ
る
。

一
応
の
目
安
に
そ
れ

げ
る
と
、
開
花
H
三
月

を
探
り
、
或
い

を
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、

ー園、

山

の

二
十
六
日
、

三
月
二
十
八
日
と
あ
る
。

二
年
三
月
二
十
七
日

「
山
」
は
赤
人
で
あ
る

れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
二
上
山
の

を
め
ぐ

五
月
七
日
)
の
依
興
作

-
四
一
七
四
)
の
当
時
の

は
不
明
と

の
世
界

六
九



ー.，

の
世
界

七
O 

L
て
も
、
梅
花
の
時
期
に
は
大
差
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
右
の
歌
の
場
合
、

実
情
等
を
、

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
家
持
が

五
年
二
月

く

二
十
三
日

背
景
に
潜
在
し
、
そ

一
日
)
の
歌
の

「
依
興
作
」
と
記
し
た

の

の
実
景
の
作
で
な
い
こ
と
明
ら
か
と
思
い
、
著
者
の
立
場
に
賛
意
を
表
し
て
記

し
て

の
契
機
と
な
っ
た
か
と

さ
れ
る
意
味
で
、
現

さ
ら
に
ま
た
心
魅
か
れ

の
意
ー
そ
の
根
底
に
潜
在
し
た
も

実
的
な
憂
い
を
探
究
し
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

の
l
」
が
あ
る
。
改
め
て
著
者
の
求
心
的
な
探
究
と
作
品
に
対
す
る
感
受
性
の

五
年
二
月

右
の
論
と
関
連
し
て
は
、
「
秀
歌
三
首
の
発
見
|
窪
田

が
あ
る
。
こ
の
巻
十
九
巻
末
の
三
首
は
、
現
在
で
は

」
の
論

鋭
さ
を
垣
間
み
た
思
い
が
す
る
。

の
語
句
は
、

に
入
る

の

二
十
三
日
に
二
首
、

二
十
五
日
に
一

の
計
三
首
(
巻
目
・
四
二
九
O
I
四
二

最
高
傑
作
と
い
う
こ
と
を
疑
う
人
は
ま
ず
居
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
評
価
の
定

九
二
〉
の
左
注
に
あ
る
。
こ
の
文
は
『
毛
詩
』
小
雅
の
詩
句
や
、
そ
の
大
序
の
詩

に
よ
る
事
は
既
に
小
が
詳
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お

で
は
随
分
長
い
年
月
を
要
し
た
こ
と
を
著
者
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
。
空

穂
の

-
徴
動

と
実
作
経
験
か
ら
す
る
卓
越
し
た
審
美
眼
に
よ
っ
て
、

し
得
て
い
な
い

の
歌
群
の

に
一
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
棲
」
の
熟
語
で
は
、
棲
槍
|
三
例
、

!
一
例
、
懐
断
|
一
例
(
巻
M
・
弘
主
葦
)
等
が
あ
る
。
池
主
の
一
例
は
文

の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
他
は
何
れ
も
家
持
が

の
語
は
管
見
で
は
『
毛
詩
』
は
勿
論
、
中
国
の
詩
文
に
も
、
今
の
と
こ
ろ
探

一一
を
高
く
掬
い
上
げ

ま
た
そ
れ
を
顕
彰
す
る
著
者
の

の

で
も
右
の
他
で
は
、

に
対
す
る
敬
意
に
、
快
い
感
動
を
味
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

。

む

す

び

し
た
よ
う
に
見
る

さ
て
、

々
述
べ
た
よ
う
で
、
ま
だ
十
分
に
申
し
述
べ
て
い
な
い
気
が
す
る

に
当
た
っ
て
一
言
申
し

説
の
あ
る
巻
十
五
や
巻
十
六
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
遣
新
羅
使
人
の
航
海

が
、
紙
数
の
予
定
も
尽
き
た
よ
う
で
あ
る
。
筆
を

の
悲
惨
さ
を
歌
っ
た
¥

や
左
注
、
ま
た

り
的
な
悲
話
を
記
す
序
に
見

添
え
た
い
。
そ
れ
は
家
持
の
年
齢
推
定
の
件
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
点
に
つ
い

え
る
。

「
棲
伺
」
の
語
の
周
囲
を
少
し

べ
て
み
る
と
、
家
持
の
歌
が
漠
た
る

て
t土

る
が
、
著
者
が

を
是
と
し
て
拠
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
深

春
愁
程
度
で
な
い
よ
う
な
気
も
し
て
く
る
。
著
者
は
「
依
興
の
意
味
す
る
も

し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の

に
再
び
検
討
し
直
し
て
見
た
が
、
幸
い
不

諸
兄
に

」
等
以
下
に
お
い
て
、
諸

せ
て
き
た
家
持
の
暗
い
予
感
、
家
持
の

の
政
界
情
況
、

な
点
を
見
ず
に
済
ん
だ
の
で
、

拙
文
も
そ
れ
に
拠
ら
し
て
い
た
だ
い
た
。

の
」
や
「
虚
空
に
消
え

の
停
滞
的

な
お
、
著
者
に
は

、



を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申
上
げ
た
い
。
ま
た
、
種
々
の
事
情
と
は
言
え
、
時
宜

甚
だ
遅
れ
て
の
拙
い

な
が
ら
ど
う
ぞ
御
寛
容

な
り
、
思
い
が
け

願
い
た
く
、
改
め
て
お
詑
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

『
大
伴
家
持
作
品
論
孜
』
の
世
界

私
家
版

五
O
三
O

寛
文
七
年
版
本
を
底
本
に
伝
存
す
る
版
本
・
写
本
の
内
十
四
本
を

も
っ
て
校
本

葉句由
一
{
圭
需
引
ー

タ
イ
プ
印
刷
版

B
5
判

特

5殊
・判仮

両名
面
2の・刷
記
J、、

主葉
本

A
5
判

〒
601-11 
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円
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大
浜
厳
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古

送頒著
料価

四

三五

88 
円円
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枚

五

O
円

2

1
一O
枚
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一
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円

申
越
し
下
さ
い

京
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六
十
三

大
会
開
催
要
項

七
ニ

:高j

j和j

: .+ 

:田副

大

三
、
研
究
発
表
会

日
時
十
月
三
十
日
〈
日
)

会
場
絵
島
ホ
テ
ル
大
ム

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

か

ら

見

た

ホ

四

巻

の

場

合

に

つ

い

て

筑
波
大
学
大
学
院

午
前
十
時
J
午
後
五
時

(
懇
親
会
会
場
に
同
じ
)

六

十

三

大

会

当
学
会
本
年
度
全
国
大
会
を
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
二
十
九
日
J
十
一
月

一
日
に
、
筑
波
大
学
な
ら
び
に
ロ
野
県
高
遠
町
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の

要
領
で
開
催
致
し
ま
す
。
会
員
諸
氏
の
積
極
的
な
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

一
、
公
開
構
演
会

日
時
十
月
二
十
九
日
(
土
)
午
後
一
時
よ
り
五
時
半
ま
で

会
場
高
遠
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
講
堂

長
野
県
上
伊
那
郡
高
遠
町
本
町
(
電
話

O
二
六
五
l
九
四
|
二
一
九
六
)

朝
比
奈
英
夫

万

葉

集

に

お

け

る

逆

接

表

現

形

式

板

垣

『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
国
を
作
る
」
と
い
う
表
現
を
め
ぐ
っ
て

東
京
大
学

十
月
二
十
九
日
(
土
〉

絵
島
ホ
テ
ル

午
後
六
時
よ
り

午
後
の
部
(
午
後
一
時
よ
り
〉

人
麻
呂
の
表
現
構
成
に
お
け
る
時
間
意
識
に
つ
い
て

東
京
大
学
大
学
院
西
津

「
雑
歌
」
に
み
ら
れ
る
寓
轍
歌
九
州
女
子
大
学
上
森

い
に
し
へ
に
恋
ふ
ら
む
鳥
は
ほ
と
と
ぎ
す
ー
ー
ー
額
田
王
晩
年
の
歌
境

北
海
道
大
学
身
崎

人
麻
邑
歌
集
略
体
歌
の
助
辞
表
記
実
践
女
子
大
学
渡
瀬
昌
忠

山

の

た

を

り

帝

京

大

学

春

日

和

男

な
お
、
会
場
近
く
に
は
適
当
な
食
堂
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
昼
食
の
予
約

を
受
け
付
け
ま
す
〈
昼
食
代
千
円
)
。

高
葉
研
修
掠
行
|
|
晩
秋
の
信
濃
路
を
辿
る
|
|

〔
第
一
日
〕
十
月
三
十
一
日
〈
月
〉

高
速
(
午
前
八
時
二
十
分
、
高
遠
町
文
化
セ
ン
タ
ー
前
集
合
)

峠
|
|
茅
野
・
尖
石
遺
跡
・
考
古
館
雨
境
峠
・
鳴
石

〔
昼
食
〕
入
山
峠
(
旧
碓
氷
峠
)
小
諸
・

鉄一
也光

人
麻
呂
に
お
け
る
文
字
と
こ
と
ば

寸
我
が
身
」
を
め
ぐ
っ
て 東
京
大
学
教
授

稲
岡
耕
二
氏

日
本
女
子
大
学
学
長

青
木
生
子
氏

び

高
葉
語
を
中
心
と
し
て

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

学

会

代

表

小
島
憲
之
氏

日
時
会
場

二
六
五
|
九
四
l
二
一
一
四

O
〉

会
費
五
千
円

な
お
、

か
ら
懇
親
会
会
場
へ
は
パ
ス
を
出
し
ま
す
。

杖
突

軽
井
沢

上
田
・



〔
第
二
日
〕
十
一
月
一
日
(
火
〉

戸
倉
上
山
田
温
泉
『
|
更
埴
・
倉
科
松
代
・
象
山
記
念
館
川
中

島
古
戦
場
跡
|
|
娯
捨
・
長
楽
寺
〔
昼
食
〕

1
1
塩
尻
・
平
出
遺
跡
・
博

物
館
|
|
塩
尻
駅
〔
解
散
、
午
後
四
時
予
定
〕
上
両
遠
〔
最
終
解
散
、

午
後
五
時
予
定
〕

費
用
二
万
三
千
円

宿
泊
先
戸
倉
パ

l
ク
ホ
テ
ル
長
野
県
更
級
郡
ド
山
田
町
(
電
話

O
二
六

二
七
|
五
l
一
一
一
四
)

昼
食
(
第
一
日
)
中
軽
井
沢
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
品
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢

町
中
軽
井
沢
(
電
話

O
二
六
七
四

l
五
l
一
七
一
一
一
)

(
第
二
日
)
長
楽
寺
観
光
会
館
長
野
県
更
埴
市
八
幡
(
電
話

O
二

六
二
|
七
三
四
一
七

O
)

な
お
、
松
本
解
散
を
塩
尻
解
散
に
す
る
な
ど
、
前
号
の
予
告
か
ら
旅
行
日

程
を
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
天
候
そ
の
他
の
事
情
で
予
定

が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

マ
懇
親
会
・
昼
食
・
研
修
掠
行
の
申
込
み

懇
親
会
・
昼
食
(
二
十
九
日
)
・
研
修
旅
行
の
お
申
込
み
は
、
左
の
振
替

口
座
へ
の
費
用
振
込
み
を
以
て
受
け
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
間
違

い
な
き
ょ
う
、
費
用
の
内
訳
を
明
記
の
上
、
お
申
込
み
下
さ
い
。

郵
便
振
替
長
野

O
l三
五

O
一
二
二
万
葉
学
会
高
遠
大
会

申
込
み
締
切
り
九
月
三
十
日
(
但
し
、
研
修
旅
行
は
申
込
み
順
九
十
名

で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

マ

合

せ

先

干
山
l
ω

国
分
寺
戸
倉
上
山
田
温
泉
〔
宿
泊
〕

万
葉
件
玄
室
両
遠
大
会
事
務
局
(
電
話
(
二
六
五
|
九
四
l
三
六
九
八
〉

な
お
、
出
張
懇
請
書
を
御
入
用
の
方
は
、
返
信
用
切
手
を
封
入
の
上
、
学

会
本
部
(
関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
〉
ま
で
お
申
越
し
下
さ
い
。

ω
J
R
 

新
宿
川
河
川
崎
(
茅
野

)
J

名
古
屋
ル
ゅ
ー
塩
尻
一

R
バ
ス
高
遠
駅

な
お
、
茅
野
か
ら
高
速
ま
で
タ
ク
シ
ー
叩
分
(
言
。
。
円
)

ω高
速
バ
ス

中
央
道
高
速
パ
ス
駒
ケ
根
行
3
時
閲
お
分
(
臼
富
円
)

新
宿
8
5
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
」

、

同
伊
那

T
行
3
時
間
目
分

(
8
8円
)

↑

|

ノ

名
古
屋
パ
ス
タ
l
ミ
十
ル
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-

徒
歩
3
分

J
R
パ
ス
辺
分
(
品
忽
円
)

タ

ー

ミ

ナ

ル

伊

那

市

駅

I
l
l
i
-
-
-
-
J
R
パ
ス
高
速
駅

タ
ク
シ
ー
国
分
(
N

き
円
)

岡
谷
飯
田
線

那
市
駅
主 J
ク IR

1 1ス

望|号
g lg 
円|巴

J 

で
す
。

長
野
県
上
伊
那
郡
高
遠
町
番
匠

高
遠
町
文
化
セ
ン
タ
ー

ω自
動
車

中
央
自
動
車
道

東
京
方
面
1
1
1
1
1
一

位

凶

お

分

司

下

伊

那

イ

ン

タ

l

i

l

-

-

高
速

名
古
屋
方
面
M
I
l
l
-

福
祉
セ
ン
タ
ー
ハ
講
演
会
会
場
)
は

J
R
バ
ス
高
速
駅
よ
り
徒
歩
3
分、

絵
島
ホ
テ
ル
(
懇
親
会
・
研
究
発
表
会
会
場
〉
は

J
R高
速
駅
よ
り
徒
歩
日

分
、
タ
ク
シ
ー
5
分
(
川
円
〉
で
す
。

な
お
、
駐
車
場
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
(
福
祉
セ
ン
タ
ー
よ
り
徒
歩
3
分
)

・
絵
島
ホ
テ
ル
に
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
入
れ
ま
す
。

O
宿
泊
案
内

左
記
の
よ
う
な
宿
が
あ
り
ま
す
。
会
員
各
位
に
お
い
て
お
早
め
に
お
申
込

学
会
昭
和
六
十
三
年
度
全
国
大

七
三



昭
和
六
十
三
年
度
全
国
大
会
開
催
要
項

み
下
さ
い
。
高
遠
町
の
宿
は
和
風
で
、
一
部
屋
三
名
と
四
名
の
相
部
屋
で
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
グ
ル
ー
プ
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
個
室
を
御
希
望
の
方

は
、
伊
那
市
の
宿
を
お
申
込
み
下
さ
い
(
少
し
遠
く
な
り
ま
す
。
会
場
案
内

参
照
)
。

マ
高
速
町
(
一
泊
二
食
付
、
税
・
サ
ー
ビ
ス
料
込
み
)

①
絵
島
ホ
テ
ル
(
却
室
、
別
人
〉
料
金
、
八
五

O
O
J
一
0
0
0
0円

干
山
|
位
長
野
県
上
伊
那
郡
高
遠
町
花
畑
(
電
話

O
二
六
五
|
九
四

1
二
二
四

O
)

②
望
仙
荘
ハ
8
室
、
お
人
)
料
金
、
七

O
O
O
J
一
0
0
0
0円

干
m
i
-
-
ω
長
野
県
上
伊
那
郡
高
遠
町
桜
町
〈
電
話

O
二
六
五
l
九
四

!二
O
五
O〉

③
綿
屋
旅
館

(
5
室
、
白
人
〉
料
金
、
八

O
O
O円

干
川
|
ω
長
野
県
上
伊
那
郡
高
遠
町
梅
町
(
電
話

O
二
六
五
|
九
四

|
一
一
一
一
一
五
)

④
竹
松
旅
館
(
日
室
、
必
人
)
料
金
、
八

0
0
0
1
一
0
0
0
0円

干
山
l
ω
長
野
県
上
伊
那
郡
高
遠
町
霜
町
(
電
話

O
二
六
五

i
九
四

|
一
一
二
三
)

⑤
御
宿
花
畑
(
5
室
、
白
人
)
料
金
、
六

O
O
O円

干
川
|
但
長
野
県
上
伊
那
郡
高
遠
町
花
畑
(
電
話

O
二
六
五
l
九
四

|
三
八
七

O
〉

⑥
ホ
テ
ル
仁
科
(
ロ
室
、
印
人
)
料
金
、
八

0
0
0
1
一
0
0
0
0円

干

山

ω

長

野

県

上

伊

那

郡

高

遠

町

千

年

町

二

六

五

|

九

四|一一一一

O
O
)

屋
旅
館
〈
6
室
、

日
人
〉
料
金
、

六
O
O
O円

七
四

干

山

l

ω

上

伊

那

郡

高

遠

九
六
l
二

O
一
一
一
)

な
お
、
少
し
遠
く
な
り
ま
す
(
地
図
参
照
)
の
で
、
元
酒

ら
の
往
復
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
出
し
ま
す
。

マ
伊
那
市
〈
素
泊
り
、
税
込
み
)

①
ホ
テ
ル
青
木
料
金
、
シ
ン
グ
ル
五
五

O
O円

干
山
長
野
県
伊
那
市
青
木
町
(
電
話

O
二
六
五
|
七
二
|
二
四
七
五
)

②
ホ
テ
ル
オ
オ
ハ
シ
伊
那
料
金
、
シ
ン
グ
ル
五
五

O
O円
、
ツ
イ
ン
一

万
三
九

O
O円

干
山
長
野
県
伊
那
市
上
手
町
(
電
話

③
ホ
テ
ル
福
寿
美
(
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
〉

円
、
ツ
イ
ン
七
八

O
O円

干
山
長
野
県
伊
那
市
通
町

田
(
電
話

O
二
六
五
|

治、

二
六
五
|
七
六
l
一
七
七
二

料
金
、
シ
ン
グ
ル
四
八

二
六
五
|
七
二
l
二
八
四
七
〉
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昭和6咋度収支決算(120号~122号) O 、門学

ー..・.. . 

収 入 報りら
まの

告、，
年 操 越 413，110 ;告目IJ

会 I 2，803，933 . . . .・ 4・4・

|日
会費外収入 49，130 

、特殊仮名遣表 | 

等版売。 の

ム、
口 計 3，266，173 

支 出

助等

学会開催費

通信連絡費・

及交通費・懇親会旅行

補助費

146，000 

ま
す
。
次
号
よ
り
順
次
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

• 311，000 

回覧費・連絡費・

• 

務 費 140，000 

小 計 597，000 

印刷費

会誌 (120号"-'122号〉

ポスター

発送費・通信費 I 86，170 

消耗品費 I 66，680 

1，275，000 

言十 1，427，850 
七
-'ー.
/、

メ』
口 計 2，024，850 

残 高 1，241，323 



O
百
二
十
九
号
を
お
届
け
す
る
。
今
秋
、
高
遠
町
で

の
全
国
大
会
に
つ
い
て
の
詳
細
を
載
せ
て
い
る
。

参
考
の
上
、
ふ
る
っ
て
の
御
参
加
を
期
待
し
た

、U
O
百
二
十
四
号
か
ら
担
当
し
て
現
在
に
至
っ
た
。
思

う
と
こ
ろ
様
々
に
あ
っ
た
が
、
何
よ
り
も
痛
切
に

感
じ
ら
れ
た
の
は
、
編
集
委
員
は
も
と
よ
り
、
会

員
の
皆
さ
ん
の
学
会
へ
の
あ
つ
い
思
い
で
あ
っ

た
。
こ
の
学
会
に
生
み
育
て
ら
れ
た
自
身
の
幸
福

を
し
み
じ
み
思
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

O
近
頃
、
私
達
の
世
代
は
寓
葉
の
創
刊
当
時
の
話
を

前
世
代
の
方
々
に
聞
く
こ
と
に
意
識
的
で
あ
る
。

申
し
合
わ
せ
た
訳
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
大
切
な

こ
と
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

O
次
号
よ
り
編
集
長
は
蜂
矢
瓦
郷
氏
が
担
当
す
る
。

「
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
で
会

員
諸
氏
に
は
親
し
い
方
で
あ
る
。
索
引
か
ら
も
う

か
が
わ
れ
る
ご
と
く
、
精
細
か
つ
着
実
な
氏
の
性

格
は
、
今
後
の
寓
葉
発
刊
に
と
っ
て
心
強
い
。
と

は
い
え
い
か
に
優
秀
な
編
集
長
も
、
無
い
袖
は
振

れ
な
い
。
よ
り
盛
ん
な
御
投
稿
を
願
い
上
げ
て
、

日

料

。

〈

渡

辺

護

〉

一
、
本
会
は
随
時
、
に
る
見
学
旅
行
、
支

品
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、
講
演
A

、

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
.

一
、
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含

む
〉
を
年
度
初
に
納
入
す
る
.

て
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
〈

便
番
号
五
六
五
〉

に
お
い
て
行
な
ふ
。

昭
和
六
十
三
年
八
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
六
十
三
年
八
月
三
十
一
日
発
行

記

<> 
お

。

-

御

投

・

の

は

学

会

本

部

あ

て

2
入
会
申
込
み
、
住
民
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
学
会

費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
寓
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
乙
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。首

問

葉

串

倉

会

則

て
本
会
は
高
葉
串
曾
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
ζ

と
が
で
き
る
・

て
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「

」
を
発
行
す
る
・

、

頒
価

七
百
五
十
円

干
柿
大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

電
話

(05
三
八
八
|
一
一
一
一
一

(
内
線
五

O
一
二
)

編

集

・

発

行

高

葉

皐

禽

代

表

者

小

島

憲

之

仮
替
大
阪
O
l
ニ
九
一
四
七
番

干
刷
引
京
都
市
左
京
区
静
市
市
一
?
八
O
-

発

売

一

割

務

取

扱

大

地

在

電
話

代
表
者
鹿
部

S
E
)
七
八
ア
〈
}
一
(

印
刷
問
朋
舎



昭
和
六
十
三
年
八
月
一一一十
一
日
発
行

葉

頒
価
七
百
五
十
円

送

料

三

十

円


